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昭
和
温
泉
宿
泊
交
流
施
設

整
備
事
業
と
し
て
、
村
で
は

昨
年
度
ま
で
に
施
設
の
主
な

宿
泊
棟
、
温
泉
交
流
棟
の
建

築
工
事
を
完
成
さ
せ
、
本
年

度
に
は
既
存
の
昭
和
温
泉
施

設
の
解
体
工
事
及
び
外
構
整

備
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。奥

会
津
昭
和
村
振
興
公
社

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
・
運
営
を
担
い
、「
昭
和

温
泉
し
ら
か
ば
荘
」
と
し
て

7
月
26
日
、
装
い
も
新
た
に

オ
ー
プ
ン
致
し
ま
す
。

宿
泊
棟
は
定
員
52
名
で
、

和
室
、
洋
室
、
特
別
室
を
ご

用
意
。
25
畳
の
中
広
間
や
、

テ
ー
ブ
ル
席
・
座
敷
席
合
わ

せ
て
32
名
が
利
用
で
き
る
レ

ス
ト
ラ
ン
が
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
は
、
源
泉
掛
け
流
し

で
、
内
風
呂
は
熱
め
の
浴
槽

と
温
め
の
浴
槽
の
2
つ
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
屋
外
に
は
少
人
数
用
の

露
天
風
呂
も
設
け
て
お
り
ま

す
。温

泉
交
流
棟
に
は
、
定
員

52
名
が
テ
ー
ブ
ル
席
で
ゆ
っ

た
り
と
ご
利
用
で
き
る
大
広

間
や
、
地
元
の
特
産
品
を
扱

う
売
店
が
ご
ざ
い
ま
す
。

宴
会
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お

料
理
は
地
元
の
季
節
食
材
と

特
選
素
材
を
使
用
し
て
料
理

長
が
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
家
族
、
ご
近
所
の

方
の
憩
い
の
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

みんなで来てくんつぇ～

矢田誠二料理長

し
ら
か
ば
荘
ス
タ
ッ
フ

写
真
上
段
右
か
ら

宿
泊
接
客

本
名
隆
浩
（
両
原
）

施
設
管
理

酒
井
隆
一
（
下
中
津
川
）

フ
ロ
ン
ト

渡
邊
正
志
（
小
野
川
）

宿
泊
接
客

猪
岐
勇
貴
（
中
向
）

中
段
右
か
ら

副
料
理
長

馬
場
永
治
（
南
会
津
町
）

調

理

馬
場
翔
太
郎
（
野
尻
）

宿
泊
接
客

馬
場
照       （
南
会
津
町
）

下
段
右
か
ら

調
理
主
任

栗
城
仙
美
（
下
中
津
川
）

支
配
人

 

本
名
洋
文
（
小
中
津
川
）

フ
ロ
ン
ト

本
名
沙
織
（
下
中
津
川
）

村
民
の
皆
様
へ

  

昭
和
温
泉
し
ら
か
ば
荘

温
泉
の
無
料
開
放
を

 

行
い
ま
す

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
村
民
の
皆

様
へ
温
泉
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
温
泉
の
入
浴
日
は
次
の
と
お
り

地
区
別
に
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
温
泉
無
料
開
放

日
時
：
平
成
26
年
7
月
17
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
※
松
山
・
野
尻
・
中
向
・
下
中   

         

津
川
地
区
の
方
）

日
時
：
平
成
26
年
7
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
※
小
中
津
川
・
佐
倉
・
喰
丸
・

         

両
原
・
大
芦
・
小
野
川
地
区

         

の
方
）

昭
和
温
泉
し
ら
か
ば
荘

7
月
26
日
新
装
オ
ー
プ
ン

大広間

露天風呂
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御
前
ヶ
岳
山
開
き

5
月
24
日
、
御
前
个
岳
山

開
き
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か

ら
参
加
し
た
約
１
５
０
人
が

標
高
１
２
３
４
㍍
の
山
頂
を

目
指
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
新
緑

の
ブ
ナ
林
や
春
の
草
花
を
眺

め
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

山
頂
で
は
登
頂
記
念
に

バ
ッ
ジ
が
配
布
さ
れ
、
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
下
山
後
は
大
芦
地

区
の
五
月
会
に
よ
る
豚
汁
や

ば
ん
で
ぇ
餅
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

     

昭
和
村
か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会

 

第
8
回
「
読
売
あ
を
に
よ
し
賞
」
受
賞

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
表
彰

6
月
18
日
、
第
8
回
「
読

売
あ
を
に
よ
し
賞
」
を
受
賞

し
た
、
昭
和
村
か
ら
む
し
生

産
技
術
保
存
協
会
の
星
為
夫

会
長
が
役
場
村
長
室
を
訪

れ
、
同
月
15
日
に
大
阪
市
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て

読
売
新
聞
大
阪
本
社
社
長
か

ら
授
与
さ
れ
た
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
表
彰
状
を
持
参
し
、
村
長

に
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

読
売
新
聞
社
主
催
の
「
読

売
あ
を
に
よ
し
賞
」
は
、
か

け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
を

最
前
線
で
守
り
伝
え
る
個

人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
賞

で
、
伝
統
的
な
か
ら
む
し
栽

培
と
技
術
の
継
承
に
尽
力
し

て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

6
月
20
日
、
昭
和
村
役
場

に
お
い
て
、
同
月
19
日
付
で

達
成
し
た
、
交
通
事
故
死
者

ゼ
ロ
１
０
０
０
日
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
会
津
地
方
交

通
対
策
協
議
会
長
よ
り
村
長

へ
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

5
月
25
日
、
昭
和
小
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
第
47
回
昭

和
村
総
合
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
25
種
目
の
競
技
が
行
わ

れ
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
方
が
参
加
し
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
・
中
学
校

の
部
は
白
組
、
村
民
の
部
は

喰
丸
・
両
原
・
小
野
川
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
47
回

昭
和
村
総
合
運
動
会

 

▶ 

元
気
い
っ
ぱ
い
!   

玉
入
れ
競
争

▶  

力
を
込
め
て
﹁
よ
ー
い
し
ょ
﹂

▶  
優
勝
し
た
喰
丸
・
両
原
・
小
野
川

      

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
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近
世
と
近
代
の
新
史
料
群

い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
を
近
世
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
戦
前
ま
で

を
近
代
と
い
い
ま
す
。
本
欄
を
お

読
み
に
な
っ
て
い
る
方
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
こ
の
六
月
に
、
ふ
た
つ

の
新
し
い
史
料
を
拝
見
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

  

本
村
大
芦
の
五
十
嵐
正
年
さ
ん

（
昭
和
二
十
九
年
生
）
よ
り
電
話

を
い
た
だ
き
、
土
蔵
改
築
中
に
文

書
史
料
が
見
つ
か
っ
た
の
で
調
査

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

同
家
祖
先
の
五
十
嵐
長
三
さ
ん

（
慶
応
元
年
生
）
が
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
戦
前
の
い
わ
ゆ
る
「
近

代
」
に
自
ら
収
集
・
関
与
し
た
商

関
係
取
引
帳
票
書
類
を
中
心
と
す

る
も
の
で
、
推
定
五
百
点
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
明
治
後
年
か
ら
の
分
は
、

年
次
別
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

ざ
っ
と
み
た
な
か
で
、

明
治
十
年

平
井
寧
静
に
よ
る

和
漢
文
真
筆
・
朱
印

明
治
三
十
二
年

諸
通
帳
（
冊

子
）
税
金
等
の
領
収
書
綴

明
治
三
十
三
年

萬
用
帳  

い

わ
ゆ
る
家
計
簿

大
正
十
五
年

玉
川
水
力
電
気

発
電
所

電
気
料
領
収
書

等

今
後
、
時
間
を
か
け
て
詳
し
く

調
査
い
た
し
ま
す
が
、
丁
寧
に

長
三
さ
ん
が
帳
票
類
の
保
管
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

を
子
孫
の
方
が
現
在
ま
で
保
存
し

て
い
た
こ
と
に
感
謝
を
い
た
し
ま

す
。
近
代
の
暮
ら
し
の
実
相
が
復

元
で
き
る
良
質
な
資
料
群
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
五
月
に
自
宅

の
土
蔵
の
解
体
を
さ
れ
た
下
中
津

川
上
平
の
菅
家
和
孝
さ
ん
（
昭
和

四
年
生
）。
土
蔵
内
よ
り
新
た
に

発
見
し
た
史
料
群
に
つ
い
て
見
ま

し
た
。

二
百
点
ほ
ど
の
一
紙
文
書
を
和

孝
さ
ん
は
二
日
間
ほ
ど
か
け
て
、

和
暦
を
西
暦
に
直
し
附
記
し
た
う

え
で
、
右
綴
り
で
十
冊
ほ
ど
に
し

て
お
ら
れ
、
そ
れ
を
拝
見
し
ま
し

た
。一

枚
ず
つ
小
さ
く
折
り
た
た
ま

れ
た
形
で
保
管
さ
れ
土
蔵
内
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
だ
け

の
新
規
史
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
驚
き
で
す
。
一
括
し
て
、「
菅

家
和
孝
家
所
蔵

質
地
証
文
」
と

し
て
昭
和
村
の
指
定
文
化
財
に
す

べ
き
内
容
の
も
の
で
す
。

江
戸
幕
府
が
一
六
四
三
年
（
寛

永
二
十
年
）
に
田
畑
永
代
売
買
禁

止
令
を
出
し
て
か
ら
、
土
地
売
買

が
で
き
な
く
な
り
、
結
果
、
土
地

の
質
入
れ
、
と
い
う
形
で
、
納
税

等
の
た
め
に
、現
金
を
借
り
る
「
質

地
証
文
」
が
で
て
き
ま
す
。

時
期
の
特
定
、
精
査
が
必
要
で

す
が
、
一
読
し
て
以
下
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

（
一
）
一
六
七
五
年
（
延
宝
三
年
）

か
ら
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）

の
二
百
九
年
間
分
の
質
地
証
文
等

約
二
百
点
。

（
二
）一
六
九
八
年（
元
禄
十
一
年
）

よ
り
麻
畑
が
多
数
、
質
地
証
文
と

し
て
出
て
く
る
。
担
保
価
値
の
あ

る
も
の
は
、
田
、
畑
、
林
、
杉
林
。

（
三
）
一
七
七
三
年
（
安
永
二
年
）

よ
り
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）

ま
で
、
青
苧
畑
、
か
ら
む
し
畑
、

青
苧
時
、
か
ら
む
し
時
と
い
う
文

字
が
記
載
さ
れ
た
文
書
が
十
一
点

ほ
ど
。

（
四
）当
時
の
田
畑
呼
称（
土
地
名
）

が
復
元
で
き
る
。

昭
和
村
（
近
世
野
尻
組
）
で

は
、
松
山
村
佐
々
木
太
市
家
文
書

の
一
七
五
六
年
（
宝
暦
六
年
）
中

向
か
ら
む
し
・
青
苧
畑
証
文
三
通

が
、
か
ら
む
し
（
青
苧
）
で
は
村

内
最
古
の
文
書
で
す
。
今
回
の
和

孝
家
文
書
は
そ
れ
に
継
ぐ
資
料
で

す
が
、
一
括
し
た
資
料
群
に
よ
り

質
草
と
し
て
の
商
品
作
物
栽
培
田

畑
の
価
値
変
化
を
再
現
で
き
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
『
昭
和
村
の
歴
史
』

（
一
九
七
三
年
）
八
十
六
ペ
ー
ジ

に
、
大
芦
村
の
一
八
五
一
年
（
嘉

永
四
年
）
の
「
青
苧
畑
書
入
（
質

入
）
証
文
の
事
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
、
本
例
の
よ
う
な
史
料
は
、

土
蔵
や
家
屋
の
天
井
等
か
ら
多
数

出
て
く
る
と
思
わ
れ
、
特
に
地
名

と
栽
培
作
物
の
復
元
（
質
地
証
文

と
し
て
の
価
値
が
そ
の
時
代
に
周

知
さ
れ
て
い
る
）
の
た
め
に
有
効

な
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

ま
た
、
当
時
の
村
人
の
表
現
と

し
て
「
あ
さ
ど
き
」「
か
ら
む
し

ど
き
」
と
い
う
表
現
が
、
共
通
認

識
と
し
て
、
つ
ま
り
生
活
文
化
と

し
て
作
物
の
栽
培
・
収
穫
時
期
が

確
定
し
て
く
る
こ
と
も
留
意
す
べ

き
で
す
。
ま
た
「
ぬ
の
ど
き
（
布

時
）」
と
い
う
表
現
も
一
例
の
み

で
す
が
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三

年
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
よ

く
見
る
と
、「
四
月
布
時
、
六
月

青
苧
時
」
と
い
う
、
季
語
に
も
似

た
生
活
文
化
の
表
現
に
な
っ
て
い

ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
７
回
～

▶
五
十
嵐
正
年
家
文
書
よ
り
。

年
次
別
に
帳
票
類
が
ま
と
め
ら
れ

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▶
菅
家
和
孝
家
文
書
よ
り
。

か
ら
む
し
畑
と
読
め
る
。
















